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1本のワイヤーア
まで運用できるア
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ピコカップラー
ンテナでHFか ら50MHz
ンテナカップラー

カップラーの接続方法     .

第2図のように、KX― S9は無線機とアンテナの

間に接続します。

現在市販の トランシニバーの出力は、50Ω に統一
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KX― S9は 、l ow以 下のローパヮー運用に、特

に移動運用や、ホームシャックにあっても、建物の

立地条件で、タワーや大型 ビームアンテナが建てら

れない場合、1本 のロングヮイヤーア ンテナで 3

5MHz～ 50MHzバ ンドまで楽 しむことができます。

アンテナカップラーはアンテナチューナーとも呼ば

れ、ハム局だけでな く、BcLの 受信用としても、性

能を発揮 します。

KX― S9の 働きと特長
本機の回路は第 1図のように、3ヶ所のパ リコン

とタップ付コイルと、その夕, プ 切換スイッチによ

り構成しています。

このπ ―Cマ ッチは、バリコンを3ヶ所も使用し
ていますが、これは、より完全にマッチング ( 整合)
をとるためです。

例えば、10mの ロングワイヤニアンテナとアース
( 又は1 0nl のカウンターポイズ) を 、カップラーな

ロングヮイャー
ターミナル

回路図

しで使用すると、実用になるのは7MHz ( %波 長ア
ンテナ) と 21MHz ( l 1/ 2波 長) だ けです。他のバン

ドはミスマッチを生 じく受信はできても送信時は

SWRが 無限大に近 くなってしまいます。

それが、KX― S9の使用で、どのバンドにおいて

もSWR≒ 1. 0に合わせられます。

それは、カップラーのコイルとバ リコンが、任意
の長さのワイヤーに延長コイル又は短縮コンデン

サーを付けるのと同じ働きをして、目的のバンドに

共振 ( 同調) さ せるので、BCI 、TVI の 軽減と同時に

受信プリセレクターとして働きます。

主 な定格

1. 回 路方式          パィ_ c回 路
2. 周 波数範囲  ´

      3. 5～ 50 MHz

3. バ ンド            7バ ンド

4. 通 過電力          l o w以 下
5 入力、出カインピーダンス  50～ 600Ω

6 サイズ     幅162× 高さ55× 奥行き130

重量            800g

付加回路   チュー、ニィグ ィンジτ ァターチ
. ' .

( L EDに よる同調表示)

バンドセレクター
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